
①見守りネットワーク活動
要支援者に対して、近隣住民、福祉委員、ボランティア、民生委員等が連

携して声かけ・訪問等を行い、問題の発見時には必要に応じて問題を共有し、

解決のための話し合い（調整）を行うことができるような組織的な活動

※他の制度外サービスの基盤となるサービス

［県内実施率］

約５１％

（約2,721/5,359

自治会等内で実施）

社会福祉協議会京町支部・

防犯・防災ご近所見守りチーム［岐阜市］

岐阜市社協の支援のもと、京町支部社協での、京町自治会連合会構成の 63 自治会と連

携した要支援者一人ひとりに対する見守りチームの編成

なお、各自治会を単位に、見守りチームの編成（地域の要支援者の把握）と連動した要

援護者支援マップづくりも実施

代表者 支部長 藤澤眞一

活動開始 平成 18 年 4 月

活動内容等 ○実施範囲：岐阜市京町自治会連合会域内

○見守り対象者：自治会長及び民生委員による日頃からの活動で把握・リスト化し

たひとり暮らし高齢者、身体障がい者等のうち、見守り支援を希望した方

※漏れがないよう、岐阜市作成の「岐阜市災害時要援護者台帳」掲載者とも突き

合わせてリスト化

○見守りチーム員：民生委員との連携のもと自治会長が選任・依頼した見守り希望

者の近隣住民

○見守りチームの編成：見守り支援を希望した要支援者一人ひとりに対し、原則２

人の見守りチーム員を配置。日常的に見守る。

○定期的な支部社協行事への参加の勧誘：リスト化したひとり暮らし高齢者に対し、

「幼児・児童とのふれあい広場」、「京町ふれあいサロン」など月１回以上開催さ

れる支部社協行事への参加を案内

○見守り内容

・新聞等のたまり、電灯やクーラーの付けっ放し等の異常が見られないか。

・不審者に声をかけられていないか。

・押し売りなどに誘われていないか。

・不審な電話や郵便で困っていないか。

・病気や怪我の事故などが起きていないか。

・親戚・知人への連絡方法を聞いておく。

・災害発生に備えた相談やアドバイスをする。

・地震、台風などの際の見守りも。 ・その他必要なこと。

Ｈ21 年 5 月現在

の見守りチーム

編成

○リスト化したひとり暮らし高齢者 234 人のうち、見守り支援を希望した 213 人に

対し、394 人の見守りチーム員を配置（213 の見守りチームを編成）

※21 人が見守り支援は不要と回答

○リスト化した障がい者のうち見守り支援を希望した 8人に対し、18人の見守りチ

ーム員を配置（8の見守りチームを編成）

事例１



Ｈ20年度

収支決算

○平成 20年度・京町支部決算のうち防犯・防災ご近所見守りチームに要する収支

収入 支出

0 円 0 円

計 0円 計 0円

※印刷費、消耗品費などは、自治会費で負担

活動開始の経緯 ○昭和 55年度、市社協のコーディネート支援のもと、京町自治会連合会を母体とし

て社会福祉協議会京町支部が設立

○昭和 60 年度以降、市社協が、市内 50 の支部社協の統一事業として「ひとり暮ら

し高齢者の集いの開催」を推進。地域の福祉課題として、ひとり暮らし高齢者に

注目し、支え合いによる解決を図る機運を醸成

○平成 18年度、市社協のコーディネート・アドバイスのもと、社会福祉協議会京町

支部及び京町自治会連合会により、「防犯・防災ご近所見守りチーム」の編成開始

○平成 18 年 10 月、京町自治会連合会及び京町自主防災隊により、地域防災コミュ

ニティ計画「京町自主防災指針」を制定し、「防犯・防災ご近所見守りチーム」及

びこの見守りチームと連携・連動させた「消火・救出救護マップ」及び「京町地

区防災マニュアル」の作成等を規定

○平成 18 年度中に、「京町自主防災指針」に基づき、京町自治会連合会及び京町自

主防災隊により、「防犯・防災ご近所見守りチーム」と連携・連動させた「消火・

救出救護マップ」及び「京町地区防災マニュアル」を作成し、全世帯配布

［ポイント］

「 地域において支部社協活動、自治会活動、自主防災活動を一体としてコーディ

ネートする優れたリーダーの存在とともに、市社協としては、全ての地域住民が

対象となる自治会活動をベースに支部社協を組織化し、粘り強く、ひとり暮らし

高齢者など地域の要支援者を地域全体で支える機運の醸成を図ってきたことが、

現在の京町支部の活動にも繋がっていると考えている。」（岐阜市社協職員）

問い合わせ先 岐阜市社会福祉協議会

TEL 058-255-5511 FAX 058-255-5512

※平成 21年 3月 31日現在

民生委員

日常的

■防犯・防災ご近所見守りチーム イメージ図
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■防犯・防災ご近所見守りチーム編成の手順

［実施主体：社会福祉協議会京町支部、京町自治会連合会］

※毎年度４月、自治会長と民生委員の連携のもと編成

①日頃からの活動などで把握した情報を基に、

自治会毎に要支援者リストを更新

②要支援者世帯を個別訪問し、見守り支援希望の確認

及び関係機関との情報共有に関する同意（口頭）

③一人ひとりの要支援者に対し、近隣から原則２名の見

守りチーム員の選定・依頼

④要支援者に対し、見守りチーム員の連絡

※突き合わせ

・岐阜市が作成

・同意方式により情報共有同意した要支援

者で構成

・岐阜市、民生委員、自主防災隊、消防団

が各々保有



□参考：消火・救出救護マップ等の作成

［実施主体：京町自治会連合会、京町自主防災隊］

・１年に１回更新

・全世帯へ配布

・自治会長のみ要支援者の

名称を記入し保有

・２年に１回更新

・全世帯へ配布

・Ｈ18 年 10 月制定・地域防災コミュニティ計画「京町自主防災

指針」（全 44 頁）

・「防犯・防災ご近所見守りチーム」、「消火・救出救護マップ」、

「京町地区防災マニュアル」の作成方法等を規定・マニュアル

化

■見守り活動 ■ふれあいサロン活動


